






























































































(6) FASB 1， Proposed Statement of Financial Accounting Standards: Accounting for 
Futures Contracts， July 14， 1983. 
(7) F ASB 2， Statement of Financial Accounting Standards No.80: Accounting for 
Futures Contracts， August 1984. 
(8) F ASB 3， Statement of Financial Accounting Standards No.52: Foreign Currency 


























(9) FASB2， op. cit.， para. 2. 
(10) FASB2， Op. cit. ，para. 35. なお，公開草案の35項にも同じような記述がある。



























(12) FASB3， Op. cit.，para. 17. 
Ú~ FASB 1， Op. cit.， para. 34. 
(14) 森田哲弧「為替予約と債権先物契約の会計ーその損益認識基準を中心にして一一」

















































(15) F ASB 1， Op. cit. ， para. 5. 












































CAccounting Standards Executive Committee)では，賛成 8，反対 5，棄
権 1，欠席 lで，企業アプローチの方を支持したのである。但し，予定取引
の場合には，取引別アプローチを支持した(取引別アプローチの支持者 8，























ときにのみ，存在するかもしれなし、J(F ASB 2， op. cit. footnote 5)。
~1) F ASB 4， Public Record: Statement of Financial Accounting Standards No. 80， 
Accounting for Futures Contracts， March 1985， pp. 625 -626.なお，これと同じ見解
は，ビッグ・エイトの一つであるアーサー・アンダーセンによっても表明されている
Obid.， p. 386) 0 
~2) Ibid.， p. 622. 






























op. cit.， para. 45)。また，コメント提供者の一人であるマリン・ミッドランド銀行
(Marine Midland Banks， Inc.)によれば，多くの大金融機関でも， リスクは，ビジネ
ス・ユニット・レベルで識別・管理されているという (FASB4， Op. cit.， p. 434)。
問 FASB2， op. cit.，paras. 4a and 45. なお， FASBの委員の一人であるローパー





を招くかもしれないからである (FASB2， Op. cit.， dissenting opinion of Mr. Lauver)。
制 FASB2， op. cit.， 4 b.なお， bの有効性規準の表現を，基準書第52号の表現と一層
一致するように， r先物契約が，資産，負債または確定的な固定価格コミットメントの
経済的ヘッジとして意図され，かっ，そのようなものとして有効であること」に修正
すべきであるという意見もある (FASB4， op. cit.， p. 386)。



































~E9 FASB2. op. cit. paras. 4 b and 46. 
~9) FASB3， op. cit. para. 21. 
側 FASB 1. Op. cit.， para. 7. なお，アーサー・アンダーセンは，変動金利付債務の
価格更新や固定金利付債務(社債)の発行が予期されている場合のような予定取引は，
その実行が法的に要求されると考えられるので，法的に実行する義務があるかもしれ
ないという表現に改められるべきであるとコメントしている (FASB4， Op. cit. p. 
391)。
Ol)s2) FASB2. Op. cit.， para. 9. 












会計基準執行委員会も bの規準を，賛成12，反対 0，棄権 2，欠席 1で，
「予定取引が実行されると見込まれること」に変更することを勧告した。
そこで， FASB は bの規準について，あまりにも制限的であると批判の
あった語句を削除した。 aの規準についても，明確な取引期日や量・金額の
確認を要求することは，あまりにも厳しすぎるというコメントが寄せられた







執行委員会は cの規準については，賛成10，反対 3，棄権 1，欠席 1で支
持したが dの規準については，賛成15，反対Oで，先に述べた保有資産，
負債および確定コミットメントのヘッジ規準である bの有効性規準の継続適
o4) FASB2， op. cit.， para. 55. 
os> FASB 4， Op. cit.， p. 622. 
ø~ FASB2， op. cit.， para. 57. 



























08) F ASB 4， Op. cit.， p. 622. 
09) FASB4， op. cit.， pp. 392-393. 
o) FASB4， op. cit.， p. 292. 
Ol) FASB 2， Op. cit.， para. 9. 













































O4l FASB 1， Op. cit.， para. 37; FASB2， op. cit.， paras. 36-39. 
Os) F ASB 1， Op. cit.， para. 38. 







記するように，公開草案を修正することを勧告するJ(FASB 4， Op. cit.， p. 594) とい


























。カ FASB2，op. cit.， para. 39. 
~~ FASB 1， op. cit.， para. 4 F ASB 2， Op. cit.， para. 3. 






































~o) AICPA. Statement of the Accounting Principles Board No. 4 :Basic Concepts and 
Accounting Principles Underlying Financial Statements of Business Enterprises. 1970. 
para. 150. 
~1) FASB4. op. cit. p. 593. 
~2) FASB4. op. cit. p. 384. 

















ための条件として， (a)実現ないし実現可能であること Crealized or 





制 FASB3， op. cit.， para. 124;日本公認会計士協会国際委員会訳『米国 FASB財務会
計基準書:外貨換算会計他』同文舘，昭和59年， 358頁。
$5) FASB5， Statement of Financial Accounting Concepts No. 5: Recognition and 




































































6カ Ibid.，para. 84. 
倒 FASB3， op. cit.， para. 125;日本公認会計士協会国際委員会訳『前掲訳書.n358頁。
財務会計基準書第80号「先物契約の会計処理」の検討(1) 121 
約の目的の違いから生ずる先物取引の経済的意味の差異をも，会計上に忠実
に反映させることができないのである。差金決済法の最大の利点は，取得原
価主義と実現主義の結合した現行の枠内では容易に受け入れられやすいとい
う点であるが，すでにみてきたように，収益および利得の認識原則として，
実現主義の原則は絶対的なものではないしまた，米国のように，部分的に
せよ時価主義評価が承認されている場合には，この利点も，差金決済法支持
の強力な根拠とはなり得ないのである。
(未完)
